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大会結果
○ポンプ車操法の部
優　勝 野田川第 3分団
準優勝 加悦第１分団
第３位 野田川第 2分団

○小型ポンプ操法の部
優　勝 岩滝第１・２分団
準優勝 野田川第２分団
第３位（同率） 加悦第２分団
第３位（同率） 野田川第５分団

○ポンプ車操法の部最優秀要員賞
指揮者 野田川第３分団　班長 坂

さかね
根　茂

しげき
樹

１番員 野田川第３分団　団員 蘓
そ り
理　勝

かつはる
春

２番員 野田川第１分団　団員 佐
さ さ き
々木　駿

しゅん
　

３番員 野田川第３分団　団員 蘓
そ り
理　武

たけひろ
豊

４番員 野田川第３分団　団員 成
なりも
毛　孝

たかふみ
文

○小型ポンプ操法の部最優秀要員賞
指揮者 野田川第２分団　班長 楠

くすのき
　泰
やすひこ
彦

１番員 岩滝第１・２分団　団員 小
こやま
山　拓

たくや
也

２番員 野田川第２分団　団員 石
いしだ
田　崇

たかし
　

３番員（同率） 岩滝第１・２分団　団員 木
きざき
崎　高

たかひで
英

３番員（同率） 野田川第２分団　団員 足
あしだ
田　勝

かつまさ
政

野田川第３分団　ポンプ車操法の部　優勝

野田川第５分団小型ポンプ操法
岩滝第 1・2 分団　小型ポンプ操法の部　優勝

加悦第２分団小型ポンプ操法

野田川第４分団小型ポンプ操法加悦第１分団小型ポンプ操法

岩滝第３・４分団小型ポンプ操法 加悦第３分団小型ポンプ操法

小型ポンプ操法の部　最優秀要員

ポンプ車操法の部　最優秀要員

野田川第２分団小型ポンプ操法

野田川第２分団ポンプ車操法

加悦第１分団ポンプ車操法

加悦第３分団ポンプ車操法

野田川第４分団ポンプ車操法

加悦第２分団ポンプ車操法

野田川第１分団ポンプ車操法

野田川第３分団坂
さ か ね

根茂
し げ き

樹班長による宣誓

特集  がんばってます！消防団

第 6 回 与謝野町消防団

消防操法大会
15
チ
ー
ム
が

 

見
事
な
操
法
を
展
開
！

確
実
な
ホ
ー
ス
延
長
や
規
律
な
ど
の

基
本
動
作
の
的
確
性
を
競
い
合
う
こ
と

で
、
消
防
技
術
や
士
気
の
向
上
を
目
的

に
、「
第
６
回
与
謝
野
町
消
防
団
消
防
操

法
大
会
」
が
６
月
19
日
、
野
田
川
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
各
分
団
か
ら
、「
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
」
に
７
チ
ー
ム
、「
小

型
ポ
ン
プ
操
法
」
の
部
に
８
チ
ー
ム
の
計

15
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

水
を
使
わ
な
い
「
空
操
法
」
の
形
式
で

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
は
、
訓
練

の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
正
確
な
操

法
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
写
真

で
紹
介
し
ま
す
。

上
位
大
会
へ
の
出
場
権
は
各
分
団
の

輪
番
制
と
な
っ
て
お
り
、
７
月
31
日
に

丹
波
自
然
運
動
公
園
（
京
丹
波
町
）
で

開
催
さ
れ

る
「
第
24

回
京
都
府

消
防
操
法

大
会
」
に

は
、「
ポ
ン

プ
車
操
法

の
部
」
に

野
田
川
第

３
分
団
が
、

「
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の

部
」
に
岩

滝
第
１
・
２

分
団
が
出

場
し
ま
す
。
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与
謝
野
町
で
は
、
平
成
28

年
３
月
30
日
か
ら
、
与
謝
野

町
に
移
り
住
み
た
い
な
ぁ
と

お
考
え
の
方
に
、
ご
希
望
や

ご
質
問
を
お
伺
い
し
、
実
現

ま
で
の
支
援
情
報
の
ご
提
供

や
不
安
の
解
消
と
い
っ
た
側

面
的
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た

め
、
居
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

子
育
て
）、職（
仕
事
、起
業
）、

住（
住
ま
い
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
る

Ｉ
タ
ー
ン
者
、Ｕ
タ
ー
ン
者
、

専
門
家
な
ど
10
名
を
よ
さ
の

む
す
び
人
（
移
住
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
と
し
て
任
命
し
て
い

ま
す
。

移
住
し
て
子
育
て
・
農
業

を
さ
れ
て
い
る
方
、
Ｉ
タ
ー

ン
で
手
織
り
を
生
業
と
し
て

生
活
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る

方
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

ご
活
躍
の
方
に
、
仕
事
や
生

活
環
境
、
人
情
・
地
域
の
様

子
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
て

い
た
だ
き
、
移
住
希
望
者
が

よ
さ
の
暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ

出
来
る
よ
う
に
お
手
伝
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■相談支援の５ステップ■

① 相談者は、「よさのむすび人のお話を聞きたい」旨を企画財政課までご連絡いただきます。
② 相談内容に応じて、よさのむすび人と候補日・相談場所の調整を行います。
③ 町から相談者によさのむすび人を紹介し、訪問日を決めます。
④ 相談者はよさのむすび人を訪問し、移住に関する悩みなど、相談します。
⑤ 訪問後、役場のアンケートに答えていただきます。

よさのむすび人
移住希望者の悩みを伺います

私たちが
サポートします！

居

よさのむすび人とは？

与謝野町に移住したいと希望する方へ、情報提供や
不安解消などのサポートをする方たちです。

よ さのむすび人の紹介

★その他にも様々な分野のよさのむすび人に活動い

ただいていますので、今後ご紹介します。

職

松井英之 手織り職人
《相談キーワード》
「テキスタイル」「手機織」
「藤織り」「きもの生活」

植田友香理 スタジオき運営
《相談キーワード》
「木」「きもの」「女子会」
「子育て」「コミュニティスペース」

お話を伺います！

与
謝
野
町
で
は
、
平
成
27
年
度
に

町
内
24
区
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

空
き
家
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

町
内
５
８
５
軒
の
空
き
家
が
あ
る
と

の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

調
査
で
分
か
っ
た
空
き
家
の
有
効

活
用
を
通
し
て
、
地
域
住
民
の
交
流

拡
大
と
、
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
る
移

住
・
定
住
を
促
進
し
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
28
年
３
月
に
「
与
謝
野
町
空
き
家

バ
ン
ク
設
置
要
綱
」
を
制
定
し
、
空

き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
の

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、「
貸
し
て
も
よ
い
」

「
売
っ
て
も
よ
い
」
空
き
家
を
お
持

ち
の
方
と
、
町
へ
の
移
住
・
定
住
を

お
考
え
の
方
に
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
双
方
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
マ
ッ

チ
ン
グ
を
提
案
し
、
移
住
・
定
住
に

つ
な
げ
ま
す
。

契
約
等
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
防
止

の
た
め
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物

件
の
賃
貸
、
売
買
に
あ
た
っ
て
は
、

町
と
「
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
営
に
関

す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
た
町
内
不

動
産
業
者
（
協
力
仲
介
業
者
）
の
方

に
交
渉
、
契
約
等
を
依
頼
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

与謝野町空き家バンク
が動き出しました

物件住所	 与謝野町字岩滝
間取り	 2LDK
建屋面積	 194.3 ㎡
敷地面積	 638.54 ㎡
契約形態	 賃貸
築年月	 1967 年 10 月

物 件 情 報

空き家バンクの物件情報について

「全国移住ナビ」を通じてご覧いただけます。
詳細は、町ホームページでご確認ください。

与謝野町内に空き家を所有している方で、「貸
してもよい。」「売ってもよい。」とお考えの
方は、企画財政課 ☎ 43-9015 まで、ご連絡
をお願いします。

空き家　物件情報
掲載サンプルイメージ

全国移住ナビ

News
 &
 Information

PICK UP
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図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前10時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

インターネットの普及で、新聞を読む機会が少なくなったか
もしれません。地域の話題や深く事柄を知るためには、新聞は
欠かせないもの。そんな新聞にまつわる本をご紹介します。

日 本の春は暖かくイギリスの夏に似た気候なので、
私はとても気持ち良く過ごすことができました。 

　今年の春、私のところに多くの来客がありました。４
月の初めにイギリスから私の家族が来日し、一緒に東
京、京都市、与謝野町のいろいろな場所を訪れました。私
は家族と一緒に日本の様々な場所の桜を見ることがで
きました。私が日本で楽しみにし
ていたことの一つが花見だったの
で、満開の日本の桜を見ることが
でき、とても嬉しかったです。特に
野田川親水公園の桜は東京や京都
市の桜よりも美しく感じ、私の最
もお気に入りの場所になりました。 
　また、４月末には私の婚約者で
あるジェニーも来日し、私たちは
兵庫県立コウノトリの郷公園を訪
れました。この公園は国の特別天
然記念物であり、神秘的な鳥であ
るコウノトリを守るために作られました。私はこの公
園の設立目的を知り感動しました。この公園は日本で
は野生で見られなくなったコウノトリを繁殖させ、平
成 17 年からは繁殖したコウノトリを野生に返していま
す。そしてコウノトリは日本全国や、驚くべきことに
外国に渡ったものもいます！私は公園でコウノトリの
雛を見ることができ、とても素晴らしいと思いました。 
　イギリスの野生動物保護活動で一番知られているの

は、赤色の毛をしたリスであるアカリスの保護活動で
す。一般的に知られている灰色の毛をしたハイイロリ
スは北アメリカからやってきたリスであり、イギリスに
元々暮らしていたアカリスはハイイロリスのせいで激減
し、今ではごく一部の地域でしか見られなくなってしま
いました。イギリスでもコウノトリの郷のように、保護

区を作ってアカリスを保護していま
す。フォームビーという町は、町
をあげてアカリスを保護してお
り、イギリスでアカリスを見ること
ができる数少ない場所の一つです。 
　与謝野町にもアベサンショウウオ
などの多くの絶滅危機にさらされて
いる生き物がいます。このような生
き物の保護はきわめて重要あり、人
間の活動により破壊してしまった生
態系を回復させることは人間にしか
できません。自然保護について個人

でもできることはあり、ペットは責任を持って飼育し、決
して捨てない、ものを大切に使ってゴミを減らす等、小さ
いことでも地球の生態系を守ることに繋がると思います。 
　今年の夏で私は日本で暮らし始めて一年になり、とても
多くのことを学んでいます。私は今年の大江山登山マラソ
ンに参加する予定であり、少し緊張していますが、がんばっ
て練習しています。もし、走っている私を見たときは「Ｈ
ｅｌｌｏ！」と声をかけてくださいね。

コウノトリの郷公園でコウノトリを見つけました

A L Tリレーコラム ［ 第 62 回  日本の春と野生動物保護 by ジェームス・スティーブン］	 COLUMN

新聞、読んでいますか？
『池上彰の新聞勉強術』

池上彰／ダイヤモンド社

新聞をただ「読むだけ」ではもったいない！
ニュース解説でおなじみの著者が、新聞記
事の読み方から情報収集・整理術、文章力
の鍛え方など、新聞を最大限に活用する“勉
強術” を紹介。大人はもちろん、中高生の
勉強にも役立つヒントがいっぱいです。

『新聞紙とガムテープでつ
くって遊ぼう！親子で自由
工作』関口光太郎／講談社
読み終わった新聞を使い楽しい工作に
チャレンジしませんか？用意するのは
新聞紙とガムテープ！夏休みに自分だ
けの世界をつくって、遊んで、自由に
想像力をはばたかせよう。

夏休み期間中のお知らせとお願い

一年のうち最も図書館がにぎわう夏休み。この時期、宿
題や課題のために図書館を使うという方へ利用に関するお
知らせとお願いです。ご利用の際には、マナーを守り
みなさんが気持ちよくご利用いただけるようご協力
をお願いします。
★本は10冊まで２週間借りることができます。
★図書館の本を借りるには、利用者カードが必要です。
すでに持っている人は必ずご持参ください。

★紛失された場合は、再発行料に100円かかります。初め
て作る場合は、お名前・ご住所等が確認できる免許証・
保険証等をお持ちの上、図書館へお越しください。

★図書館の本は、著作権法で許されている範囲でコピー
ができます。コピー料は１枚当たり白黒10円、カラー
50円です。

＜お願い＞
①利用が集中してしまう本もありますので、お早めにお
尋ねください。

②課題図書（青少年読書感想文コンクール、京都新聞お
はなしを絵にするコンクール）の貸し出し期限は１週
間です。次に待つ人がいない場合に限り、もう１週間
期限を延長できます。

③館内の座席には限りがありますので、譲り合ってご利
用ください。

一般書 ●『アドラー心理学入門』岸見一郎／
ベストセラーズ ●『もういちど読む山川日本
戦後史』老川慶喜／山川出版社 ●『ＬＧＢＴ
Ｑを知っていますか？』日高庸晴／少年写真
新聞社 ●『もう二度と見ることができない幻

の名作レトロ建築』伊藤隆之／地球丸 ●『ポイズンドーター
・ホーリーマザー』湊かなえ／光文社 ●『老いも病も受け入
れよう』瀬戸内寂聴／新潮社 ●『ハーレムの闘う本屋』ヴォー
ンダ・ミショー・ネルソン／あすなろ書房　 児童書 ●『だまされ
る目錯視のマジック』竹内龍人／誠文堂新光社 ●『大村智も
のがたり』馬場錬成／毎日新聞出版 ●『錦織圭』本郷陽二／
汐文社 ●『はじめてでもおどれる！ストリートダンス入門』
EXILE PROFESSIONAL GYM／小学館 ●『らくごでことわざ笑辞典』
斉藤洋／偕成社 ●『ピヨピヨはじめてのキャンプ』工藤ノリコ
／佼成出版社 ●『夜空をみあげよう』松村由利子／福音館書店

今月の
新着図書

第６回よさのおはなしランド
ボランティア合同おはなし会を行いました

6 月 11 日（土）、加悦地域公民館で、町内で活動する
ボランティアグループ（マザーグースの会、加悦読み聞
かせ会、おはなし倶楽部よむよむ、カナリア会：プログ
ラム順）が集まって、手遊び、読み聞かせやエプロンシ
アター、大型紙芝居な
ど日頃の活動を披露し
ていただきました。
30人の参加者が、各

グループの持ち味を生
かしたおはなしの世界
を楽しみました。

おはなし会のお知らせ
野田川分室  ７月16日（土）午前10時30分～（紙芝居の日）
加悦分室     ８月13日（土）午前10時30分～

■日時	 ７月22日（金）	 ※毎月第４金曜日　午後１時30分～３時
■お問い合せ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会
与謝野晶子の童話を読む

第 51回「玉子の車（たまこのくるま）」

紙芝居を聞く子どもたち

昭
和
33
年
に
落
成
し
ま
し

た
金
屋
地
区
公
民
館

は
、
今
年
で
58
年
目
に
入
り
ま

す
。
与
謝
野
町
内
に
建
つ
公
民
館

の
中
で
も
古
い
部
類
の
建
物
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

同
年
の
昭
和
33
年
７
月
に
は

「
加
悦
銀
座
舗
装
工
事
ス
タ
ー

ト
」
と
町
年
表
に
記
載
が
あ
り
ま

す
の
で
、
改
め
て
そ
の
時
代
の

建
物
な
ん
だ
と
考
え
る
と
金
屋

地
区
公
民
館
の
刻
ま
れ
て
来
た

歴
史
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

金
屋
地
区
公
民
館
で
、
公
民
館

活
動
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
の

は
合
併
に
よ
り
与
謝
野
町
が
誕

生
し
た
平
成
18
年
か
ら
で
す
の

で
、今
年
で
丸
10
年
と
な
り
ま
す
。 

　
３
年
前
の
平
成
26
年
度
か
ら
の

公
民
館
活
動
事
業
は
、
よ
り
活
発

な
動
き
に
な
り
、「
ご
み
分
別
講

座
」「
認
知
症
予
防
講
座
」「
振
込

詐
欺・特
殊
詐
欺
に
気
を
つ
け
て
」

「
歯
周
病
と
健
康
の
関
係
講
座
」

「
金
屋
の
今
む
か
し
展
」「
そ
ば

打
ち
体
験
教
室
」「
正
月
用
生
け

花
教
室
」

「
区
民
料

理
教
室
」

と
事
業
を

行
な
っ
て

来
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
中
で

は
「
認
知
症
予
防
講
座
」
で
は

55
名
の
参
加
者
が
あ
り
好
評
な

講
座
で
し
た
。
ま
た
昨
年
の
年

末
に
開
催
し
ま
し
た
「
正
月
用

生
け
花
教
室
」
で
は
40
名
の
参

加
者
の
う
ち
38
名
が
女
性
で
し

た
、
こ
れ
だ
け
多
数
の
女
性
が

公
民
館
に
集
ま
ら
れ
る
こ
と

は
、
近
年
で
は
記
憶
が
無
く
そ

の
光
景
た
る
や
圧
巻
で
し
た
。 

　
今
年
度
も
、
区
民
の
皆
様
が

公
民
館
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

る
よ
う
な
魅
力
的
な
事
業
を
展

開
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
事
業
第
１
弾
は

「
地
震
災
害
対
策
講
座
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

区民料理教室

そば打ち体験教室そば切りを体験

公民館訪問 ［ 第38回　金屋地区公民館 ]	
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● 第 31 回大江山一斉登山

初夏の大江山を楽しみました
5 月 29 日 ( 日 ) に、毎年恒例の大江山一斉登山

が行われ、約 350 人の参加者が福知山市、宮津市、
与謝野町のそれぞれの登山口から山頂を目指しまし
た。

当日は天候にも恵まれ、汗ばむ陽気のなか、時折
見える絶景、緑で囲まれた山道を楽しみながら登山
する参加者たち。

山頂の千丈ヶ嶽では最年少登頂者・最年長登頂者
の表彰式が行われ、最年少者は生後 8 ヵ月の磯

い そ の
野

里
り ほ

帆ちゃん、最年長者は 85 歳の塩
し お み

見芳
よ し き

樹さんとな
り、子どもからお年寄りまでが楽しめるイベントと
なりました。また、毎回恒例の「○×ゲーム」も
開催され、初夏の大江山を楽しみました。

お父さんと賞状を受け取る磯野里帆ちゃん

● 新緑の手仕事展 2016　与謝野町文化工芸の里

こだわりと与謝野町を感じる手工芸品
丹後ちりめん産地として手工芸の盛んな与謝野町

で、暮らしに寄り添うやさしい魅力に満ちた手工芸
作品の展示・販売会が、5 月 21 日 ( 土 )・22 日 ( 日 )
に、与謝野町文化工芸の里で「新緑の手仕事展」と
して開催され、多くの来場者でにぎわいました。

当日は、文化・工芸の里の工房ごとに染物、絵画、
木工作品のほかに、日常生活で使うバッグやジュエ
リー、食卓テーブルといった大型家具などの展示・
即時販売がおこなわれました。また、収穫したばか
りの野菜の販売や焼き立てのパンを食べられるカ
フェなどを通して「与謝野町文化工芸の里」を楽し
めるイベントとなりました。

出展作品の中には、与謝野町の織物業者が実際に
使用していた糸巻を再利用したペンスタンドなど、
地域資源を活かしたこだわりの作品で来場者を魅了
しました。

● 海の京都ＴＡＮＴＡＮロングライド 2016

自転車で中丹と丹後を満喫
自転車で府北部を周る TANTAN ロングライド

2016 が 6 月 5 日 ( 日 ) に開催されました。「タイ
ムを競うレースではなく、自転車で各市町の景観を
楽しむサイクリングイベント」の大会趣旨のとおり、
1527 人の参加者が仲間とともに清々しい顔でサイ
クリングを楽しむ様子が見られました。

参加者は、宮津市の天橋立駐車場を出発し、190
キロコース、100 キロコースにそれぞれ分かれ、
与謝野町を含む京都府北部の景観を満喫しました。
与謝野町のエイドステーション（野田川わーくぱる）
では、加悦谷高校の生徒がサポートスタッフとして、
イベント参加者をもてなし、ひと時の憩いの場を提
供しました。

北海道など遠方からの参加者も多く、事務局は「こ
のイベントが海の京都を楽しむきっかけ、また京都
府北部を広く知るきっかけになれば」としています。

エイドステーションを目指す参加者の皆さん

まちの 話題 お届けします

ツ
ツ
ガ
ム
シ
と
は

ツ
ツ
ガ
ム
シ
は
、
野
外
に
い
る
ダ
ニ
の
１

種
で
、
山
林
、
河
川
敷
な
ど
の
草
地
、
耕
作

地
な
ど
の
地
中
に
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。

ツ
ツ
ガ
ム
シ
は
、
卵
→
幼
虫
→
若
虫
→
成
虫

と
い
う
過
程
の
ほ
と
ん
ど
を
、
地
中
で
昆
虫

の
卵
な
ど
を
食
べ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
唯
一
、
幼
虫
の
時
期
だ
け
地
中
か
ら

地
表
へ
出
て
、
野
ね
ず
み
な
ど
の
動
物
の
体

液
を
吸
う
習
性
が
あ
り
、
そ
の
時
に
偶
然
に

人
を
刺
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
を
刺
す
幼
虫
は
、
約
０
．
３

 

㎜
の
大
き

さ
で
、
肉
眼
で
は
見
え
に
く
く
、
ま
た
刺
さ

れ
て
も
気
が
つ
か
な
い
場
合
が
多
い
で
す
。

つ
つ
が
虫
病
と
は

つ
つ
が
虫
病
の
病
原
体
（
オ
リ
エ
ン
チ
ア
）

山
林
や
河
川
敷
へ
出
か
け
た
後
、
な
か
な
か
治
ら
な
い

重
い
風
邪
の
よ
う
な
症
状
が
続
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

高
熱
や
発
疹
が
出
た
ら
、
そ
れ
は
、
つ
つ
が
虫
病
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

③　

長
時
間
地
面
に
直
接
寝
転
ん
だ
り
、

座
っ
た
り
す
る
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

④　

服
な
ど
に
ツ
ツ
ガ
ム
シ
が
付
着
し
て

い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
車
に
乗
る
前
、

家
に
入
る
前
に
は
服
を
は
た
き
ま
し
ょ

う
。

　
　

野
外
で
活
動
し
た
後
は
、
す
ぐ
に
着

替
え
や
入
浴
を
し
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺

さ
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

脱
い
だ
衣
服
を
放
置
す
る
と
、
衣
服
に

付
着
し
た
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
よ
り
家
族
が

感
染
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
す
み

や
か
に
洗
濯
し
ま
し
よ
う
。

⑤　
防
虫
ス
プ
レ
ー
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
た
ら

つ
つ
が
虫
病
の
症
状
に
気
が
つ
い
た
ら
、

速
や
か
に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

診
断
が
つ
け
ば
、
有
効
な
治
療
薬
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
ほ
ど
怖
い
病
気
で
は
な
く
、
比
較

的
短
時
間
で
治
り
ま
す
。
し
か
し
、
風
邪
の

症
状
と
勘
違
い
し
て
放
っ
て
お
く
と
、
危
険

で
す
。
重
症
化
し
て
肝
機
能
障
害
や
中
枢
神

経
症
状
が
現
れ
、
死
に
い
た
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

受
診
の
際
は
、
感
染
す
る
可
能
性
の
あ
る

場
所
へ
の
立
ち
入
り
や
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺

さ
れ
た
「
刺
し
口
」
の
有
無
を
医
師
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。

野
外
に
出
る
機
会
が
増
え
る
季
節
で
す
。

ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
し
っ
か
り

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ご
く
小
さ
な
発は

っ
せ
き赤
が
あ
る
程
度
で
、
数
日
で

跡
も
消
え
て
し
ま
い
、
発
病
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。

予
防
方
法

ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
農
作
業
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
、
山
林
や
草
地
に
入
る
時
は
、
十
分
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①　

肌
を
露
出
し
な
い
よ
う
に
長
袖
、
長

ズ
ボ
ン
、
手
袋
、
長
靴
な
ど
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
シ
ャ
ツ
の
袖
口
は

手
袋
の
中
に
、
ズ
ボ
ン
の
裾
は
長
靴
や

靴
下
の
中
に
入
れ
る
な
ど
、
ツ
ツ
ガ
ム

シ
の
侵
入
を
防
ぐ
工
夫
も
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

色
の
薄
い
服
は
く
っ
つ
い
た
ツ
ツ
ガ

ム
シ
を
見
つ
け
や
す
く
し
、
滑
り
や
す

い
素
材
を
選
ぶ
と
ツ
ツ
ガ
ム
シ
が
着
き

に
く
く
な
り
ま
す
。

②　

首
に
か
け
る
タ
オ
ル
や
脱
い
だ
上
着

な
ど
は
直
接
地
面
に
置
い
た
り
、
木
に

か
け
た
り
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
カ
バ
ン

な
ど
の
中
に
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

健やか広場　　ツツガムシから身を守ろう

ツツガムシに刺された部分（刺し口）

ツツガムシの拡大写真

を
持
っ
た
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
る
と
、
つ

つ
が
虫
病
を
発
症
し
ま
す
。
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に

刺
さ
れ
る
と
必
ず
、
つ
つ
が
虫
病
に
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冬
を
除
き
、
１
年
中

発
生
し
ま
す
が
、
特
に
多
い
発
生
時
期
は
、

春
か
ら
初
夏
、
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
で
す
。

人
か
ら
人
へ
伝
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
つ
が
虫
病
の
症
状
と
は

刺
さ
れ
た
部
位
に
は
、
つ
つ
が
虫
病
特
有

の
「
刺
し
口
」
が
あ
り
ま
す
。「
刺
し
口
」
は
、

初
め
は
赤
い
小
さ
な
水
疱
か
ら
、
次
に
膿

疱
（
ウ
ミ
が
た
ま
っ
た
状
態
）
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
痂か

ひ皮
（
中
心
部
が
黒
い
か
さ
ぶ
た

に
な
り
、
そ
の
周
辺
が
赤
く
腫
れ
る
）
と
な

り
、「
刺
し
口
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

そ
し
て
「
刺
し
口
」
が
出
来
上
が
っ
た
こ

ろ
（
刺
さ
れ
て
１
か
ら
２
週
間
後
）
か
ら
、

38
か
ら
40
℃
の
高
熱
が
続
き
、
全
身
倦
怠
感
、

悪
寒
、
頭
痛
や
関
節
痛
、
食
欲
不
振
な
ど
の

風
邪
の
よ
う
な
症
状
を
伴
い
ま
す
。
発
熱
後
、

２
か
ら
５
日
後
に
、
身
体
に
発
疹
が
み
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ツ
ツ
ガ
ム
シ
が
好
む

部
位
は
、
陰
部
、
内
股
、
脇
の
下
、
下
腹
部

な
ど
の
柔
ら
か
く
湿
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

無
毒
の
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
た
場
合
は
、
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町 政  News & Information町 政  News & Information

ご寄付いただきありがとうございます
５月 10日に、子どもの自然体験活動を手がける団体「セヤノコ」様より、先ごろ発行された絵本
「オトばあちゃんの回覧板」を、町内の図書館ほか小中学校・保育所等に寄附いただきました。
ありがとうございました。

美しい豊かな阿蘇海をつくり未来につなぐ条例
住民環境課 ☎ 43-9030問

継
承
す
る
美
し
い
自
然

「
美
し
い
豊
か
な
阿
蘇
海
を

つ
く
り
未
来
に
つ
な
ぐ
条
例
」
が

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
条
例
は
、
高
度
経
済
成
長

以
降
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

や
不
法
投
棄
、
化
学
肥
料
へ
の
転

換
等
に
よ
り
閉
鎖
性
水
域
で
あ
る

阿
蘇
海
の
水
質
が
悪
化
し
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
、
住
民
、
事
業
者

及
び
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
野

田
川
を
は
じ
め
、
阿
蘇
海
に
流
入

す
る
全
流
域
の
環
境
保
全
を
行
う

取
り
組
み
で
す
。

美
し
く
豊
か
な
阿
蘇
海
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
阿
蘇
海
に

臨
む
与
謝
野
町
と
宮
津
市
が
同
一

の
条
例
を
定
め
た
も
の
で
、
阿
蘇

海
の
よ
う
に
市
町
を
ま
た
が
っ
た

環
境
資
源
に
対
し
て
、
環
境
改
善

に
向
け
て
相
互
に
取
り
組
む
こ
と

を
盛
り
込
ん
だ
条
例
は
、
全
国
で

も
非
常
に
珍
し
い
よ
う
で
す
。

与
謝
野
町
で
は
、
こ
の
条
例
の

制
定
を
契
機
に
、
今
後
と
も
阿
蘇

海
や
そ
の
周
辺
環
境
を
保
全
す
る

と
と
も
に
、
美
し
い
自
然
や
景
観

を
活
用
し
な
が
ら
次
の
世
代
に
継

承
し
て
い
く
取
り
組
み
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

加悦谷高校生徒会　熊本地震支援募金活動を町長に報告
福祉課 ☎ 43-9021問

加
悦
高
生
徒
会
の
思
い

６
月
８
日
、
加
悦
谷
高
校
生
徒

会
会
長
の
黒く

ろ
だ田

契き
っ
ぺ
い

平
く
ん
、
副
会

長
の
杉

す
ぎ
も
と本

朱あ
か
り里

さ
ん
が
本
庁
舎
町

長
室
を
訪
問
し
、
熊
本
地
震
で
被

災
さ
れ
た
方
へ
の
支
援
と
し
て
お

こ
な
っ
た
募
金
活
動
の
報
告
を
し

ま
し
た
。

二
人
は
、
被
災
地
の
早
い
復
興

の
た
め
に
と
生
徒
会
の
28
名
と
有

志
の
生
徒
に
よ
っ
て
、
学
校
内
や

地
元
ス
ー
パ
ー
で
の
街
頭
募
金
で

集
め
た
12
万
８
３
８
０
円
の
募
金

を
山
添
藤
真
町
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。今

回
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
日

赤
与
謝
野
町
支
部
か
ら
京
都
府
支

部
を
通
じ
被
災
地
に
送
ら
れ
ま

す
。
与
謝
野
町
で
は
、
加
悦
谷
高

校
生
の
み
な
さ
ん
の
活
動
を
お
伝

え
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
た
び
の

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
、
被

災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

5 月の可燃ごみ・雑誌（雑がみ）排出量の報告
シリーズ⑫　ごみについて考える 住民環境課 ☎ 43-9030問

ご
み
量
の
比
較　

　

平
成
28
年
５
月
の
可
燃

ご
み
・
雑
誌
（
雑
が
み
）

の
排
出
量
を
、
減
量
の
比

較
対
象
で
あ
る
平
成
26
年

度
と
並
べ
て
報
告
し
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
は
、
量
的
に

先
月
と
は
大
差
あ
り
ま
せ

ん
が
、
平
成
26
年
度
の
５

月
と
比
較
す
る
と
、
約
１

割
減
量
し
て
い
ま
す
。
目

標
の
４
割
削
減
に
は
ま
だ

遠
い
で
す
が
、
先
月
に
続

き
減
量
し
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
更
な
る
減
量
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
雑
誌
（
雑
が
み
）
量
は
、

今
月
は
大
き
く
減
少
し
て

い
ま
す
。
排
出
量
の
変
動

が
、
大
き
く
増
加
す
れ
ば

そ
の
分
資
源
化
の
効
果
が

表
れ
て
い
る
と
判
断
で
き

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
可

燃
ご
み
量
の
削
減
の
た
め

に
是
非
、
雑
が
み
の
分
別

に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

雑誌（雑がみ）排出量 可燃ごみ排出量

与謝野町食生活改善推進員協議会「ヘルスサポーター育成講座」
まちづくり人づくり補助金【人づくり推進事業】を活用しました！ 企画財政課 ☎ 43-9015問

食
を
通
じ
て
健
康
に

■
団
体
紹
介

与
謝
野
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
（
以
下
、「
食
改
」）
は
、「
私

た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
食
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
を
目
指
し
た
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
食
改
会
員
に
な
る
に
は
、
町

が
実
施
す
る
「
養
成
講
座
」
を
修
了

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
は

開
講
が
な
く
、
会
員
の
高
齢
化
と
会

員
数
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
活
動
の
先
進
事
例
を

学
ぶ
た
め
平
成
26
年
に
兵
庫
県
香
美

町
の
食
改
を
訪
れ
、
非
会
員
で
も
活

動
を
共
に
で
き
る
手
法
を
学
び
、
平

成
27
年
度
は
「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

育
成
講
座
」
と
し
て
実
践
に
移
し
ま

し
た
。

■
研
修
報
告
よ
り

食
改
会
員
と
一
緒
に
活
動
す
る

「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
26
名
の
参
加
が
あ
り
、

21
日
間
に
わ
た
り
10
講
座
を
開
講
し

ま
し
た
。
講
座
は
、
講
義
と
調
理
実

習
の
２
部
構
成
で
行
い
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
町
や
府
の
職
員
、
地

域
で
活
躍
す
る
管
理
栄
養
士
な
ど
を

講
師
に
招
き
、「
食
」
を
通
し
た
健

康
や
介
護
、防
災
等
に
つ
い
て
学
び
、

受
講
者
は
も
と
よ
り
食
改
会
員
に

と
っ
て
も
新
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
調
理
実
習
で
は
、
地
元
の
産
物

を
使
い
、
季
節
の
料
理
や
行
事
食
に

重
き
を
お
い
た
献
立
と
し
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
、「
病
気
や
介
護

食
の
こ
と
が
学
べ
て
よ
か
っ
た
」「
減

塩
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
知

ら
な
い
こ
と
や
料
理
本
に
載
っ
て
い

な
い
こ
と
が
色
々
学
べ
た
」
な
ど
の

声
が
多
く
聞
か
れ
、
受
講
者
の
熱
心

な
姿
と
意
欲
が
、
食
改
会
員
に
と
っ

て
も
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ

ん
に
は
、
加
悦
・
岩
滝
・
野
田
川
の

各
支
部
を
中
心
と
し
た
地
域
活
動
に

参
加
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
次
期
食

改
会
員
養
成
講
座
の
受
講
に
つ
な
が

る
よ
う
、
引
き
続
き
交
流
と
支
援
を

続
け
て
い
く
予
定
で
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
楽
し
く
与
謝
野
町
の
健
康
の
輪

を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。調理実習の様子

京都府観光連盟観光関連事業功労者表彰を受賞されました
商工観光課 ☎ 43-9012問

功
績
・
功
労
を
た
た
え
て

６
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
28

年
度
京
都
府
観
光
連
盟
通
常
総
会
に

お
い
て
、
多
年
に
わ
た
る
当
町
の
観

光
振
興
事
業
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
、
前
与
謝
野
町
観
光
協
会
会
長

の
青あ

お
き木

順じ
ゅ
ん
い
ち一

氏
（
温
江
）
が
、
観

光
関
連
事
業
功
労
者
と
し
て
「
公
益

社
団
法
人　

 

京
都
府
観
光
連
盟
観

光
関
連
事
業
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

青
木
氏
は
、
旧
加
悦
町
か
ら
現
与

謝
野
町
観
光
協
会
の
11
年
に
わ
た

り
、
観
光
協
会
会
長
と
し
て
、
当
町

の
観
光
振
興
を
は
じ
め
協
会
の
発
展

や
組
織
づ
く
り
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
、そ
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
も
、「
語
り
べ
の
会
」
で
の

ガ
イ
ド
事
業
、
大
江
山
散
策
ガ
イ
ド

等
に
お
い
て
も
活
動
さ
れ
て
お
り
、

当
町
の
観
光
振
興
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

表
彰
状
を
手
に
す
る
青
木
順
一
氏

広告
なつかしき俳句の郷よ…

第５回
与謝蕪村顕彰 与謝野町俳句大会

事前投句の応募受付中
　締　　　切	 ８月 19 日（金）《当日消印有効》
　問い合わせ	 江山文庫　☎ 43-2180

啓発かゆいだけではありません！

ジカ熟やデング熱は蚊に刺されることで感染します。
発熱や関節の痛み、発疹の症状が 1週間ほど続く場
合は医療機関にご相談ください。

詳しい情報は厚生労働省のHPをご覧ください

を発売します！

今年のサマージャンボ宝くじは、1等・前後賞合わせて7億円！

	 ■サマージャンボ宝くじ
　	 　1 等：5 億円× 23 本（発売総額690億円）

	 ■サマージャンボミニ 7000 万《サマージャンボ宝くじと同時発売》

	 　1 等：7,000 万円× 120 本（発売総額360億円）

	 【発売期間】７月６日（水）～  7月 29日（金）

	 【発売場所】全国の宝くじ売り場　※通信販売でも購入できます。
	 【抽選日】8月 9日（火）

● 宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます ●

サマージャンボ宝くじ
サマージャンボミニ7000万

広告
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■
学
舎
制
に
つ
い
て

小
規
模
校
の
課
題
解
消
や
教
育
環
境

の
充
実
、
教
育
の
質
の
維
持
・
向
上
、

通
学
の
利
便
性
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目

指
し
て
、
近
隣
に
あ
る
高
校
を
１
つ
の

高
校
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
を
「
学
舎

制
」
と
し
ま
す
。
学
校
運
営
に
お
い
て

は
統
一
し

た
基
本
方

針
の
も
と

、
今
あ
る

高
校
の
校

舎
を
そ
れ

ぞ
れ
活
用

し
、
連
携

・
交
流
を

行
い
、
校

舎
を
複
数

持
つ
１
つ

の
高
校
と

し
て
機
能

さ
せ
る
も

の
で
す
。

学
舎
間
は

対
等
な
関

係
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が

魅
力
あ
る

教
育
活
動

を
行
い
ま

す
。

少
子
化
に
伴
う
生
徒
数
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
中
で
、
京
都
府
教
育
委
員
会
で

は
、
よ
り
魅
力
あ
る
高
校
教
育
を
推
進
す

る
観
点
か
ら
丹
後
地
域
の
府
立
高
校
の

今
後
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
学
校
関
係

者
ら
に
よ
る
「
府
立
高
校
の
在
り
方
懇
話

会
」
を
開
催
す
る
な
ど
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
京
都
府
教
育
委
員
会
よ
り

基
本
的
な
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
基
本
的
な
考
え
方

京
都
府
教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、
今

後
も
丹
後
地
域
の
生
徒
数
は
著
し
く
減

少
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
広
い

地
域
か
ら

の
通
学
事

情
を
鑑
み

て
「
一
定

の
生
徒
数

、
教
員
数

が
確
保
で

き
る
学
舎

制
（
キ
ャ

ン
パ
ス
制

）
が
ふ
さ

わ
し
い
」

と
の
考
え

が
示
さ
れ

ま
し
た
。

問　学校教育課 ☎ 43-9025

丹後地域の府立高校再編に係る基本的な考え方が示されました！

　地域における府立高校の役割などを考えると ...

　生徒数推計だけをもとに考えた場合 ...

　現行の本校校舎をいかした教育活動を継承　＝　単独校 + 学舎制の導入を検討

町 政  News & Information町 政  News & Information

問　税務課 ☎ 43-9020

ご存知ですか？固定資産税の減額制度について

固
定
資
産
税
減
額
制
度

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
は
じ
め
、

要
介
護
者
の
た
め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
た
場
合
、

工
事
が
完
了
し
た
年
の
翌
年
度
以
降
、
一

定
期
間
に
限
り
固
定
資
産
税
を
減
額
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
制
度
概
要
は
次
の
と

お
り
で
、
減
額
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た

め
に
は
、「
改
修
工
事
終
了
後
３
カ
月
以
内
」

に
申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

■ 

省
エ
ネ
改
修

　
【
減
額
要
件
】

● 

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
住
宅
で
、
新
築
住
宅
の
軽
減
特
例
や
耐

震
改
修
工
事
に
伴
う
軽
減
措
置
の
対
象
で

な
い
こ
と
。

● 

窓
・
床
・
天
井
・
壁
の
断
熱
性
を
高
め

る
改
修
で
、
工
事
費
が
50
万
円
超
で
あ

る
こ
と
。（
窓
改
修
工
事
は
必
須
）

　
【
減
額
内
容
】

● 

工
事
完
了
年
の
翌
年
度
分
に
限
り
、
１

戸
当
た
り
１
２
０
㎡
の
床
面
積
相
当
分

ま
で
の
固
定
資
産
税
額
の
３
分
の
１
を

減
額
。

■ 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　
【
減
額
要
件
】

● 
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
住
宅
で
、
新
築
住
宅
の
軽
減
特
例
や

耐
震
改
修
工
事
に
伴
う
軽
減
措
置
の
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

● 

補
助
金
等
を
除
く
自
己
負
担
額
が
50
万

円
超
で
あ
る
こ
と
。

● 

次
の
①
～
③
の
う
ち
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
が
居
住
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）

① 

改
修
工
事
完
了
年
の
翌
年
１
月
１
日
現

在
で
65
歳
以
上
の
方
。

② 

要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受

け
て
い
る
方
。

③ 

障
害
の
あ
る
方
。（
地
方
税
法
施
行
令

第
７
条
該
当
）

　
【
減
額
内
容
】

● 

工
事
完
了
年
の
翌
年
度
分
に
限
り
、
１

戸
当
た
り
１
０
０
㎡
の
床
面
積
相
当
分

ま
で
の
固
定
資
産
税
額
の
３
分
の
１
を

減
額
。

■ 

耐
震
改
修

　
【
減
額
要
件
】

● 

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
て

ら
れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

● 

現
行
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
耐
震

改
修
で
、
工
事
費
が
50
万
円
超
で
あ

る
こ
と
。

　
【
減
額
内
容
】

● 

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
工
事
が

完
了
し
た
住
居
に
つ
い
て
は
、
工
事

完
了
年
の
翌
年
度
分
か
ら
１
年
度
分
、

１
２
０
㎡
の
床
面
積
相
当
分
ま
で
の

固
定
資
産
税
の
２
分
の
１
を
減
額
。

平成 28 年度与謝野町青少年育成会　功労者・団体表彰について
社会教育課 ☎ 43-9026問

功
績
・
功
労
を
た
た
え
て

平成 28 年度与謝野町青少年育成会表彰者の皆さん

与
謝
野
町
青
少
年
育
成
会
は
、
町
内

各
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
、
歴
史
や
伝

統
を
引
き
継
ぎ
、
健
や
か
な
成
長
と
自

主
性
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

■
与
謝
野
町
青
少
年
育
成
会

功
労
者
・
団
体
の
紹
介

個
人
表
彰

● 

桑
飼
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
監
督

松ま
つ
も
と本　
良よ
し
ゆ
き幸
さ
ん

● 

三
河
内
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
監
督

中な
か
や
ま山　
忠た
だ
お夫
さ
ん

● 

野
田
川
少
年
少
女
柔
道
教
室
コ
ー
チ

野の
む
ら村　

光み
つ
お男

さ
ん

● 

加
悦
柔
道
教
室
室
長吉よ

し
お
か岡　
晋し
ん
や弥
さ
ん

● 

加
悦
柔
道
教
室
顧
問青あ

お
き木　

誠ま
こ
と 

さ
ん

● 

加
悦
柔
道
教
室
顧
問青あ

お
き木　

卓た
く
ま眞

さ
ん

● 

岩
滝
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室
監
督

廣ひ
ろ
の野　
道み
ち
お夫
さ
ん

● 

岩
滝
少
年
剣
道
教
室
代
表

山や
ま
だ田　

勝ま
さ
る 

さ
ん

● 

与
謝
野
町
青
少
年
育
成
会
副
会
長

杉す
ぎ
も
と本　
孝た
か
し史
さ
ん

● 

市
場
青
少
年
育
成
会
会
長

吉よ
し
お
か岡　
広ひ
ろ
ゆ
き幸
さ
ん

団
体
表
彰

● 

与
謝
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ

● 

桑
飼
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

● 

三
河
内
小
学
校
地
域
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
表
彰
基
準

▼ 

青
少
年
の
指
導
育
成

お
お
む
ね
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
青

少
年
の
指
導
育
成
に
携
わ
り
、
そ
の
功

績
が
顕
著
な
個
人
ま
た
は
団
体
に
対
し

て
。

▼ 

青
少
年
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
の
浄
化
・
向
上

５
年
以
上
に
わ
た
っ
て
青
少
年
を
取

り
巻
く
有
害
環
境
の
浄
化
や
よ
り
良
い

社
会
環
境
づ
く
り
の
活
動
に
携
わ
り
、

そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
な
個
人
ま
た
は

団
体
に
対
し
て
。
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入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 工事期間

5/23 与謝野町消防団加悦第３分団消防車庫詰所進入路工事 温江 18者 ㈲柳水道 4,616 4,000 4,000 86.6 H28/6/1
～ H28/7/15

5/23 多田谷水路測量設計業務委託 石川 12者 牧草総合設計㈱
福知山支店 6,260 ー 5,500 87.8 H28/5/31

～ H28/12/20

5/31 後野温江線擁壁補修（その１）工事 後野 5者 石本建設㈱ 33,075 28,991 28,991 87.6 H28/6/9
～ H28/12/28

5/31 与謝野町立かえでこども園新築建築工事 岩滝 2者 安田建設㈱ 451,800 406,620 439,950 97.3 議会の議決日の翌日
～ H29/3/31

5/31 与謝野町立かえでこども園新築電気設備工事 岩滝 3者 ㈱山添電気 72,850 65,565 68,840 94.5 議会の議決日の翌日
～ H29/3/31

5/31 与謝野町立かえでこども園新築機械設備工事 岩滝 2者 ㈱山添電気 82,040 73,836 77,930 94.9 議会の議決日の翌日
～ H29/3/31

5/31 与謝野町立かえでこども園新築工事監理業務委託 岩滝 1者 キタイ設計㈱
京都支社 14,940 ー 11,800 78.9 H28/6/10

～ H29/3/31

問 　総務課 ☎ 43-9012５ 月入札結果

　丹後地域の中学校 3 年生の増減率の推移（平成 25 年度基準）

・平成25~27年度：各年5月1日時点の「学校基本調査」のデータ

・平成28~35年度：平成27年5月1日「学校基本調査」による推計データ
　《過去 3 年間の学年進行率を元に推計》

単位：人

《参考資料》
平成 25~35 年にかけて丹後地域で中学 3 年生になる
生徒数の推移をグラフとして表しています。

H25 年 H26 年 H27 年 H28 年 H29 年 H30 年 H31 年 H32 年 H33 年 H34 年 H35 年

1100 1060 1086 901 910 856 833 796 783 766 749
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男 女 共 同 参 画

調査地点 ダイオキシン類 環境基準
北口水源池 0.13pg-TEQ/L

1pg-TEQ/L
第１水源池 0.031pg-TEQ/L
第２水源池 0.029pg-TEQ/L
男山浄水場 0.043pg-TEQ/L

最終処分場調整池 0.059pg-TEQ/L

岩滝最終処分場の焼却炉施設周辺環境調査結果について
住民環境課 ☎ 43-9030問

調
査
結
果
の
報
告

こ
の
た
び
、
岩
滝
最
終
処
分
場

に
設
置
の
焼
却
炉
で
、
基
準
を
超

え
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
検
出
し
、

町
民
の
皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

焼
却
炉
は
、
４
月
１
日
の
検
査

結
果
判
明
後
、
直
ち
に
使
用
を
停

止
し
、
併
せ
て
施
設
周
辺
環
境
の

調
査
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
の
た

び
、
そ
の
調
査
結
果
が
判
明
し
ま

し
た
の
で
下
記
の
と
お
り
報
告
し

ま
す
。
引
き
続
き
、
徹
底
し
た
原

因
究
明
と
再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

■
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
水
質
検
査

▼
採
水
調
査
日
時

４
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

▼
調
査
場
所

北
口
水
源
池
、
第
１
水
源
池
、
第

２
水
源
池
、
男
山
浄
水
場
、
岩
滝

最
終
処
分
場
調
整
池

▼
調
査
場
所
選
定
理
由

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
超
過
に
よ
り
地
域

住
民
が
最
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
、

飲
料
水
へ
の
影
響
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
最
終
処
分
場
周
辺
の
水
源
池
及

び
浄
水
場
、
最
終
処
分
場
内
の
調
整

池
の
水
質
検
査
を
行
っ
た
。

■
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
土
壌
検
査

▼
採
取
調
査
日
時

４
月
12
日
（
火
）
午
後
１
時
～
２
時
半

▼
調
査
場
所

岩
滝
最
終
処
分
場
、
岩
滝
最
終
処

分
場
北
地
点
、
男
山
浄
水
場

▼
調
査
場
所
選
定
理
由

焼
却
炉
の
排
ガ
ス
に
よ
る
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
健
康
被
害
及
び
飛
散

状
況
の
確
認
の
た
め
、
直
近
の
最

終
処
分
場
及
び
最
終
処
分
場
か
ら

最
も
近
い
住
宅
地
周
辺
の
土
壌
検

査
を
行
っ
た
。

※
岩
滝
最
終
処
分
場
焼
却
炉
の
稼
動

は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
に
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
超
過
が
判
明
後
、
即

時
停
止
し
て
お
り
、
そ
の
後
一
切

焼
却
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

以上の結果から、岩滝最終処分場周辺のダイオキシン類の土壌検査は、全ての地点
でダイオキシン類対策特別措置法に基づく環境基準を下回る結果となりました。
※ pg-TEQ/g は１g 当りの毒性等価量で ､pg( ピコグラム ) は１兆分の１グラム

以上の結果から、岩滝最終処分場周辺のダイオキシン類の水質検査は、全ての地点
でダイオキシン類対策特別措置法に基づく環境基準を下回る結果となりました。
※ pg-TEQ/g は１g 当りの毒性等価量で ､pg( ピコグラム ) は１兆分の１グラム

調査地点 ダイオキシン類 環境基準

男山浄水場 12pg-TEQ/g

1,000pg-TEQ/g岩滝最終処分場北地点 1.30pg-TEQ/g

岩滝最終処分場 0.052pg-TEQ/g

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、5 月 16 日から 6 月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

平成 28年 5月末現在

まちのうごき

人　口	22,770 人（ー34）
　男　	10,828 人（ー18）
　女　	11,942 人（ー16）
世帯数	 9,135 戸（－3）

※括弧内は前月比

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）
総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工観光課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）
税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

訂正とお詫び

広報よさの 6 月号 
P.6 掲載のがんばっ
てます！消防団「第
6 回与謝野町消防団
消防操法大会」の開
催場所に誤りがあり
ましたので、お詫び
を申し上げます。

問　商工観光課 ☎ 43-9012

地域おこし協力隊通信⑪

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
し
て
い

て
、
ど
う
し
て
「
与
謝
野
町
」
な

の
か
と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け
ま

す
。
転
職
を
考
え
始
め
た
タ
イ
ミ

ン
グ
と
、
与
謝
野
町
と
の
出
逢
い
、

ご
縁
の
な
せ
る
業
か
と
思
い
ま
す

が
、
迷
い
の
末
最
後
の
最
後
に
決

め
手
と
な
っ
た
の
は
、「
一
緒
に

ワ
ク
ワ
ク
す
る
仕
事
を
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
言
葉
を
一
緒
に
仕
事

を
す
る
方
々
に
戴
い
た
こ
と
で
す
。

ワ
ク
ワ
ク
に
向
か
っ
て
取
り
組
む

積
極
的
な
姿
勢
、
そ
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
て
働
け
る
場
所
、
そ
れ

が
「
与
謝
野
町
」。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
仕
事･･･

私
は
、

も
の
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と

に
ワ
ク
ワ
ク
を
感
じ
る
の
で
、
初

め
は
、
道
の
駅
や
、
観
光
に
つ
い

て
の
設
備
や
環
境
を
考
え
た
り
、

景
色
や
商
品
の
見
せ
方
を
考
え
た

り
、
見
せ
る
も
の
を
作
っ
て
い
く

イ
メ
ー
ジ
を
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
」
気
持

ち
の
素
を
辿
っ
て
考
え
て
み
る
と
、

心
が
動
く
そ
の
先
に
は
自
分
以
外

の
人
へ
思
い
を
馳
せ
て
、
胸
を
高

鳴
ら
せ
て
い
る
こ
と
に
思
え
て
き

ま
し
た
。

ワ
ク
ワ
ク
と
い
う
気
持
ち
は
、

な
ん
だ
か
楽
し
く
な
り
そ
う
！
と

い
う
可
能
性
を
感
じ
て
生
ま
れ
て

く
る
と
思
い
ま
す
が
、
全
く
見
え

な
い
混こ

ん
と
ん沌

と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
で

は
な
く
、「
も
っ
と
見
た
い
」
と

思
わ
せ
る
、
今
見
え
て
い
る
も
の

以
上
の
出
会
い
を
求
め
て
生
ま
れ

て
く
る
気
持
ち
か
な
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
見
た
い
！
目
の
当
た
り

に
し
て
見
て
み
た
い
、
そ
の
先

を
！こ

の
気
持
ち
に
、こ
の
町
の
中・

高
生
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
私

が
大
学
や
社
会
に
出
て
学
ぶ
こ
と

が
面
白
か
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る

教
科
や
、
仕
事
で
も
一
定
の
事
を

こ
な
す
だ
け
で
は
な
く
、
知
識
や

技
術
に
つ
い
て
こ
ん
こ
ん
と
考
え

た
り
、
新
た
な
展
開
に
思
い
を
馳

せ
た
り
、
世
代
を
超
え
て
色
々
な

人
と
出
会
い
、
様
々
な
考
え
に
触

れ
る
こ
と
で
し
た
。
知
や
人
と
の

出
会
い
、
一
所
懸
命
に
向
き
合
っ

て
考
え
る
こ
と
は
、
年
月
を
選
ば

な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
中
・

高
校
生
だ
っ
た
時
に
も
、
も
っ
と

見
た
か
っ
た
、
出
会
い
た
か
っ
た

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
町
に
は
大
学
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
京
都
Ｘ
キ
ャ
ン
プ
と
い
う

活
動
で
、
京
都
市
に
あ
る
様
々
な

大
学
か
ら
こ
の
町
に
滞
在
し
、
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

学
生
達
が
い
ま
す
。
先
日
、
そ
の

学
生
さ
ん
達
と
お
話
す
る
機
会
が

あ
り
、
確
か
な
意
識
と
熱
い
志

こ
こ
ろ
ざ
しに

触
れ
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
彼
・
彼
女
達
が
何
か
や
っ

て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
・
・
で

は
な
く
、
一
緒
に
「
で
き
る
か

も
！
」
と
い
う
希
望
、
そ
し
て
一

緒
に
取
り
組
む
か
ら
こ
そ
知
れ
る

出
会
い
、
そ
の
心
が
も
っ
と
見
た

い
！
と
い
う
の
が
私
に
と
っ
て
の

道の駅エリア担当　江種　里榮子

ワ
ク
ワ
ク
で
す
。

こ
の
町
に
多
く
の
人
に
来
て
も

ら
い
た
い
！
そ
れ
に
は
、
ま
ず
こ

の
町
が
元
気
で
、
こ
の
町
で
こ
そ

過
ご
せ
る
環
境
や
魅
力
を
知
り
、

住
む
人
、
訪
れ
る
人
に
、
こ
の
町

で
大
切
に
し
た
い
も
の
、
育
て
た

い
も
の
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
と
京
都
Ｘ
キ
ャ
ン
プ
の
学
生

達
と
話
し
て
い
ま
す
。
中
・
高
校

生
の
皆
さ
ん
と
も
一
緒
に
、
こ

れ
か
ら
の
そ
の
先
に
思
い
を
馳

せ
、
こ
ん
こ
ん
と
考
え
、
取
り
組

み
、
町
や
人
と
の
出
会
い
を
一
緒

に
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

求
ム
！
本
気
デ
ノ
ゾ
ム
心
！
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お知らせ版 問

申

講
座
の
お
知
ら
せ

京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
北
部
医

療
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
府
民
公
開
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
24
日
（
日
）
午
後
２
～
４
時

場
所　
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
①
「
正
し
く
理
解
し
よ
う
、
こ
ど

も
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
」

講
師　
小
児
科
副
医
長　
坂
本
謙
一　

内
容
②
「
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
お
は
な

し
～
痛
み
の
あ
る
方
ご
相
談
く
だ
さ
い
～
」

講
師　
麻
酔
科
医
長　
吉
岡
真
実

申　
７
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
、
問
い

合
せ
先
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
北
部
医

療
セ
ン
タ
ー　
教
育
研
究
推
進
室

☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　
４
６
・
３
３
７
１

メ
ー
ル　

idai-hic-kyoken@
m

ail.
pref.kyoto.jp

薬
物
乱
用
は
　「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
６
月
１
日
～
７
月
31
日
ま
で
の
２
ヵ

月
間
は
、
薬
物
乱
用
防
止
広
報
強
化
期

間
で
す
。
薬
物
乱
用
は
、
周
囲
の
人
か

ら
誘
わ
れ
て
好
奇
心
や
興
味
本
位
で
手

を
染
め
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、ま
た
、「
痩

せ
ら
れ
る
」「
気
分
が
良
く
な
る
」
な

ど
の
甘
い
誘
い
文
句
や
覚
せ
い
剤
を

「
エ
ス
」「
ス
ピ
ー
ド
」
な
ど
と
呼
び
、

乱
用
薬
物
と
は
分
か
ら
な
い
よ
う
に
誘

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
薬
物
乱
用

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
絶
対
に
手
を

出
さ
な
い
と
い
う
自
覚
が
大
切
で
す
。

問　
京
都
府
丹
後
保
健
所
環
境
衛
生
室

【
企
画
財
政
課
】

「
ど
こ
で
も
町
長
室
」
の
開
催
に
つ
い
て

住
民
の
方
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、

町
政
や
ま
ち
づ
く
り
等
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ど
こ
で
も
町
長

室
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
27
日
（
水
）
正
午
～
午
後

１
時
30
分　

場
所　
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
町
政
全
般
に
つ
い
て

参
加
方
法　
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、

企
画
財
政
課
ま
で
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象　
原
則
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

す
る
方
で
構
成
さ
れ
た
団
体
・
個
人　

お
お
む
ね
10
名
前
後　
※
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
先
着
順
。

参
加
費　

無
料　
（
※
ラ
ン
チ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
形
式
の
た
め
弁
当
持
参
）

そ
の
他　
要
望
陳
情
の
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申 　
７
月
22
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

企
画
財
政
課 

☎
４
３・
９
０
１
５ 

kikakuzaisei@town.yosano.lg.jp

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

の
お
知
ら
せ

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
で
は
、
働

き
た
い
女
性
・
働
く
マ
マ
を
応
援
す
る

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

開
設
コ
ー
ナ
ー

▼
ひ
と
り
親
自
立
支
援
コ
ー
ナ
ー

▼
マ
マ
さ
ん
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ナ
ー

ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
や
、
出
没
の
形

跡
な
ど
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
ら

目
撃
し
て
も
決
し
て
近
づ
か
ず
、
す

ぐ
に
役
場
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
開

庁
時
間
内
は
農
林
課
ま
で
、
時
間
外
の

場
合
は
各
庁
舎
ま
で
電
話
を
お
願
い
し

ま
す
。
農
林
課
☎
４
３・
９
０
２
３
／

本
庁
舎
☎
４
３・
９
０
０
０
／
加
悦
庁

舎
☎
４
３・
９
０
０
１
／
野
田
川
庁
舎

☎
４
３・９
０
０
２

【
税
務
課
・
保
健
課
・
福
祉
課
】

「
今
月
の
納
期
」
及
び
「
滞
納
税
相

談
窓
口
」
の
お
知
ら
せ

８
月
１
日
（
月
）
は
、固
定
資
産
税・

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第

２
期
納
期
限
で
す
。
７
月
20
日
頃
ま
で

に
国
民
健
康
保
険
税
及
び
介
護
保
険
料

に
係
る
納
付
書
を
発
送
し
ま
す
。
納
期

を
過
ぎ
ま
す
と
督
促
状
が
送
付
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で

に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。（
固
定
資

産
税
の
納
付
書
は
す
で
に
発
送
し
て
お

り
ま
す
。）
※
納
税
に
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

滞
納
税
相
談
窓
口　
納
期
を
過
ぎ
た
町

税
の
納
付
相
談
は
、
京
都
地
方
税
機
構

丹
後
地
方
事
務
所
で
相
談
で
き
ま
す
。

☎
０
７
７
２・６
８・１
０
４
１

【
保
健
課
】

北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
府
民
公
開

相
談
日

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
津

　
７
月
22
日
（
金
）、
９
月
23
日
（
金
）

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
峰
山

　
８
月
19
日
（
金
）

※
相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
前
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

申　
ひ
と
り
親
自
立
支
援
コ
ー
ナ
ー

☎
０
７
７
３・２
３・２
７
７
１

申　
マ
マ
さ
ん
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ナ
ー

☎
０
７
７
３・２
２・３
８
９
７

【
総
務
課
】

「
尾
木
マ
マ
の
講
演
会
」
開
催
に
つ
い
て

第
一
線
で
活
躍
す
る
人
に
学
ぶ
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

講
師　
尾
木
直
樹
氏
（
教
育
評
論
家
）

内
容　
「
子
ど
も
も
大
人
も
居
心
地
の

よ
い
家
庭
・
地
域
を
め
ざ
し
て
」

日
時　
８
月
25
日
（
木
）　
午
後
５
時

～
６
時
30
分

会
場　
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
京
都

定
員　
１
０
０
名

参
加
費　
無
料

申　
７
月
19
日
（
火
）
～
29
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
に
厚
生
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
く
だ
さ
い
。

（
※
申
し
込
み
は
先
着
順
）

問
（
一
財
）
京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

☎
０
７
５・４
１
１・０
０
８
４

http://w
w

w
.kyoto-koseikai.or.jp

【
商
工
観
光
課
】

「
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
」
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
定
例
会
参
加
者
募
集

日
時　
８
月
５
日
（
金
）
午
前
９
時
～

会
場　
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

定
員　
１
２
０
名

参
加
費　
８
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

表
彰　
各
賞
を
準
備（
優
勝・準
優
勝
な
ど
）

主
催　
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝

申　
７
月
24
日
（
日
）
～
31
日
（
日
）
ま

で
に
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
公
園
管
理

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
※
申
し
込
み
は
先
着
順
）

☎
０
８
０・６
２
２
６・３
４
５
５

【
福
祉
課
】

福
祉
・
介
護
職
へ
の
就
職
を
目
指
す

方
を
応
援
し
ま
す
！

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
福
祉
・
介
護
職
へ
の

就
職
を
目
指
す
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
、
資
格
・

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
・
介
護
の
お
仕
事
相
談

日
時　
７
月
20
日
（
水
）　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
津

内
容　
福
祉
の
資
格
取
得
や
職
場
見
学
、

福
祉
業
界
へ
の
就
職
等

▼
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
就
業
相
談

日
時　
月
曜
～
金
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材
コ
ー
ナ
ー

内
容　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

問　
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材
コ
ー
ナ
ー

☎
０
７
７
３・２
２・３
８
７
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
３・２
２・２
８
１
８

「
う
つ
等
こ
こ
ろ
の
病
」
の
電
話
相
談
開
設

　
宮
津
市
文
珠
の
智
恩
寺
境
内
で
開
設

さ
れ
て
い
る
「
ほ
っ
こ
り
ス
ペ
ー
ス
無

相
堂
」
が
待
ち
受
け
専
用
携
帯
電
話
に

よ
り
心
の
悩
み
の
相
談
を
始
め
ま
す
。

折
返
し
電
話
に
よ
り
相
談
電
話
料
金
も

軽
減
し
ま
す
。

▼
う
つ
等
こ
こ
ろ
の
病

毎
月
第
２
水
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
そ
の
他
の
電
話
相
談　

毎
週
水
・
金
曜
日　
午
後
７
時
～
９
時

☎
０
８
０・２
５
１
４・６
２
４
０

高
齢
者
の
た
め
の
家
事
援
助
者
講
習

会
受
講
生
募
集
の
ご
案
内

応
募
要
件　
宮
津
市
、
伊
根
町
及
び
与

謝
野
町
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上
の
方
で
、

ヘ
ル
パ
ー
の
よ
う
な
仕
事
に
興
味
の
あ

る
方
（
施
設
等
で
、
簡
易
な
介
護
実
習

が
可
能
な
方
）・
講
習
会
の
全
日
程
に

必
ず
出
席
で
き
る
方

主
催　
公
益
社
団
法
人
宮
津
与
謝
広
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員　
20
名　
（
※
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

講
習
期
間　

８
月
下
旬
～
９
月
予
定

（
午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で
の
１
日
４
時
間
）

講
習
内
容　
座
学
５
日
間
（
20
時
間
）

　
　
　
　
　
実
務
２
日
間

講
習
会
場　
与
謝
野
町
立
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
知
遊
館

修
了
証
書　
全
科
目
を
休
ま
ず
に
受
講

し
た
方
に
修
了
証
書
を
交
付
（
＊
資
格

交
付
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

受
講
料　
無
料

申　
問　
（
公
社
）
宮
津
与
謝
広
域
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
電

話
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。
※
８
月
10
日

（
水
）
ま
で 

☎
２
５・１
５
６
０

【
農
林
課
】

平
成
28
年
度 

農
地
中
間
管
理
事

業
の
第
１
回
借
受
希
望
者
の
公
募

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
す
る
受

け
手
（
担
い
手
）
は
借
受
希
望
の
申
し

込
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
借
受
希
望
申
込
の
有
効
期
間
は
、
１

年
間
で
す
。

募
集
期
間　
７
月
１
日（
金
）～
８
月
１
日（
月
）

応
募
方
法　
（
公
社
）
京
都
府
農
業
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
（
公
社
）京
都
府
農
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
５・４
１
７・６
８
６
８

ま
た
は
農
林
課

☎
４
３・９
０
２
３

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

今
年
は
全
国
各
地
で
例
年
以
上
に
ク

マ
の
出
没
が
相
次
ぎ
、
ク
マ
に
よ
る
死

傷
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
当
町
で

も
ク
マ
が
頻
繁
に
出
没
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
十
分
警
戒
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

申申申

申

問

問

申

☎
０
７
７
２・６
２・１
３
６
１

国
民
健
康
保
険
よ
り
限
度
額
適
用

認
定
証
等
の
更
新
の
お
知
ら
せ

　
８
月
以
降
引
き
続
き
入
院
や
高
額
な

外
来
診
療
が
予
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、

限
度
額
適
用
認
定
証
、
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
の
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

印
鑑
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
又
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
（
申
請
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
必
要
と
な
り
ま

す
）
を
ご
持
参
の
う
え
８
月
１
日
以
降

に
保
健
課
（
加
悦
庁
舎
）
ま
た
は
岩
滝
、

野
田
川
各
住
民
係
窓
口
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
防
災
安
全
課
】

平
成
29
年
度
宮
津
与
謝
消
防
組
合
消

防
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

試
験
職
種　
消
防
職

採
用
予
定
者　
若
干
名

詳
細　
採
用
試
験
実
施
要
項
お
よ
び
申

込
書
は
、
宮
津
与
謝
消
防
組
合
、
宮
津

市
役
所
、
与
謝
野
町
役
場
、
伊
根
町
役

場
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申　
問　
宮
津
与
謝
消
防
組
合
消
防
本

部
総
務
課
庶
務
係

☎
０
７
７
２・４
６・６
１
２
４

夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す

期
間　
７
月
21
日（
木
）～
８
月
20
日（
土
）

ス
ロ
ー
ガ
ン　
『
歩
行
者
を　
気
遣
う

や
さ
し
さ　
京
の
夏
』

運
動
重
点　

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
夕
暮
れ
時
・
夜
間
の
歩
行
中
の
交
通

事
故
防
止
（
反
射
材
用
品
等
の
着
用
の
促
進
）

③
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
推
進

④
暴
走
行
為
等
危
険
運
転
の
追
放

※
夏
季
は
、
交
通
量
の
増
加
な
ど
に
よ

り
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
事
故
防
止
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

【
社
会
教
育
課
】

「
椿
の
挿
し
木
体
験
教
室
」
の
お
知
ら
せ

椿
の
挿
し
木
を
各
ご
家
庭
に
持
ち
帰
り

「
地
域
の
宝
の
木
」
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
７
月
23
日
（
土
）
午
前
９
時
～
10
時

場
所　
加
悦
椿
文
化
資
料
館

持
ち
物　
ハ
サ
ミ
・
軍
手

参
加
費　
無
料
（
入
館
含
む
）

問　
加
悦
椿
文
化
資
料
館

☎
４
３・２
１
６
１

夏
休
み
企
画
「
綿
か
ら
糸
を
作
っ
て

み
よ
う
」
参
加
者
募
集

日
時　
８
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
い
ろ
り
の
館

募
集
人
数　
先
着
20
人

参
加
資
格　
小
学
生
以
上

参
加
費　
一
般
２
０
０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円

持
ち
物　
ハ
サ
ミ
、
お
し
ぼ
り
、
水
筒

申　
８
月
６
日
午
後
５
時
ま
で
に
与
謝

野
町
立
古
墳
公
園
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
４
３・１
９
９
２　
※
小
雨
実
施

「
歌
と
映
画
で
つ
づ
る
人
権
の
つ
ど

い
」
開
催
の
お
知
ら
せ

鮎
川
め
ぐ
み
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の

ほ
か
、
映
画
「
愛
を
積
む
ひ
と
」
の
上
映
、

人
権
な
ん
で
も
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
16
日
（
土
）
午
後
２
時
～

４
時
40
分

入
場　
無
料

会
場　
知
遊
館　
☎
４
６・２
４
５
１

｢

第
11
回
与
謝
野
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会｣

を
開
催
し
ま
す

日
時　
８
月
28
日
（
日
）
12
時
30
分
受

付
開
始
（
小
雨
決
行
）

※
予
備
日
９
月
３
日
（
土
）

場
所　
滝
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

対
象
者　
与
謝
野
町
在
住
の
方

参
加
料　
３
０
０
円
を
当
日
ご
持
参
く

だ
さ
い

申　
８
月
８
日
（
月
）
ま
で
に
、
教
育

委
員
会
、
岩
滝
体
育
館
、
中
央
公
民
館

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
同
窓
口
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問　

与
謝
野
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
☎ 

０
７
７
２・４
３・１
２
７
６
）

【
住
民
環
境
課
】

 

海
の
日
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

７
月
18
日
（
月
）
は
祝
日
で
す
が
、

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
の
た
め
、
通
常
ど

お
り
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
。
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

申

問

問申

問 申

問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

申問問

申

問

問
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謝
野

町
役

場
　

編
集

 企
画

財
政

課

〒
629-2292

京
都

府
与

謝
郡

与
謝

野
町

岩
滝

1798
番

地
1

T
E
L
 0772-43-9015

（
直

通
）

F
A
X
 0772-46-4630

U
R
L
 http://w

w
w

.tow
n-yosano.jp/

E
m

ail kikakuzaisei@
tow

n.yosano.lg.jp

よさの人Vol.48

美
眼
を
持
つ
こ
と
、
そ
れ
が

自
身
を
高
め
、
理
想
と
す

る
も
の
に
近
づ
け
る
方

法
。」
と
語
り
、
自
身

も
ま
だ
ま
だ
勉
強
の
身

だ
と
い
う
。

伝
統
的
な
日
本
料
理
へ
の
こ

だ
わ
り
と
、
料
理
道
を
極
め
ん

と
す
る
強
い
情
熱
が
あ
る
か
ら

こ
そ
語
れ
る
「
食
に
対
す
る
美

意
識
」
を
感
じ
た
。

立
に
よ
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

健
全
な
心
身
を
培
い
、
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

す
る
「
食
育
」
の
重
要
性
が
問

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
円
城

寺
さ
ん
は
「
家
庭
料
理
で
あ
っ

て
も
、
し
っ
か
り
と
食
文
化
に

目
を
向
け
れ
ば
、
日
本
人
と
し

て
の
食
文
化
を
継
承
し
、
健
康

的
な
食
生
活
の
実
現
は
で
き
る
。

ま
た
礼
儀
作
法
も
自
然
と
身
に

つ
く
、
こ
れ
こ
そ
食
育
で
は
な

い
か
。」
と
い
う
。
料
理
を
作
る

側
、
食
す
側
の
双
方
と
も
に
「
本

物
を
知
る
」
こ
と
が
大
切
な
こ

と
だ
と
語
る
。

円
城
寺
さ
ん
は
、
料
理
の
世

界
だ
け
に
関
わ
ら
ず
「
し
っ
か

り
と
目
を
向
け
れ
ば
、
本
物
は

身
近
な
と
こ
ろ
に
も
あ
る
。
そ

の
価
値
を
自
身
で
見
極
め
る
審

宮
津
市
文
珠
の
天
橋
立
ホ
テ
ル

で
料
理
長
を
務
め
る
円
城
寺
さ
ん

が
、
西
日
本
最
大
の
外
食
業
界
に

特
化
し
た
専
門
展
示
会
「
関
西
外

食
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
６

（
５
月
17
日
か
ら
19
日
）」
の
特
別

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た

「
第
５
回 

日
本
料
理
作
品
展
示
・

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
「
大
阪

府
知
事
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
。
同

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
日
本
の
伝
統
的

な
食
文
化
を
守
り
「
和
食
」
の
魅

力
を
未
来
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
公
益
社
団
法
人
日
本
調

理
師
連
合
会
と
一
般
社
団
法
人
大

阪
府
調
理
師
会
の
協
力
の
下
で
、

最
高
峰
の
料
理
人
た
ち
が
技
術
を

競
う
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

円
城
寺
さ
ん
は
、
今
回
の
受
賞

に
つ
い
て
自
身
の
技
術
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
を
素
直
に
喜
ぶ
と
と
も

に
、
自
身
の
考
え
る
「
伝
統
的
な

日
本
料
理
の
あ
り
方
が
評
価
さ
れ

た
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
語
っ
た
。

そ
こ
に
は
日
本
料
理
人
と
し
て
の

強
い
こ
だ
わ
り
が
伺
え
た
。

日
本
料
理
に
お
け
る
献
立
作
成

は
、
日
本
人
独
特
の
文
化
や
四
季

折
々
の
素
材
を
生
か
し
た
も
の
が

求
め
ら
れ
る
。
こ

れ
を
実
現
さ
せ

る
に
は
、
五
味
五

色
五
感
を
大
切

に
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
柄
と
密

接
に
関
連
し
て

い
る
こ
と
を
知

る
こ
と
が
大
切
だ
と
語
る
円
城
寺

さ
ん
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
自
然

を
尊
ぶ
感
覚
で
作
ら
れ
る
日
本
食

だ
か
ら
こ
そ
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

「
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」

が
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
評
価
さ

れ
た
の
だ
と
話
し
て
く
れ
た
。

現
在
44
歳
の
円
城
寺
さ
ん
は
、

大
阪
か
ら
与
謝
野
町
に
住
ん
で
10

年
に
な
る
。
料
理
人
と
し
て
み
た

丹
後
地
域
の
魅
力
は
何
か
と
の
問

い
か
け
に
「
な
に
よ
り
水
と
米
が

美
味
し
い
」
と
即
答
し
、「
水
が

美
味
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
お
い

し
い
食
材
が
豊
富
に
あ
る
」
と
続

け
た
。
美
味
し
い
食
材
を
使
う
か

ら
、
本
物
の
日
本
料
理
が
作
れ
る

の
で
は
な
く
、
家
庭
料
理
に
あ
っ

て
も
「
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文

化
」
を
伝
え
て
い
く
こ
と
は
で
き

る
と
い
う
。

２
０
０
５
年
の
食
育
基
本
法
成

日
本
料
理
道
の
真
髄
を
語
る
！

●
え
ん
じ
ょ
う
じ
　
と
し
ゆ
き

天
橋
立
ホ
テ
ル
営
業
部
部
長
兼
調
理
長
。

大
阪
府
豊
中
市
の
日
本
料
理
店
で
15
年
以

上
修
行
し
、
約
10
年
前
に
天
橋
立
ホ
テ
ル

の
和
食
料
理
長
と
し
て
入
社
。

現
在
、
与
謝
野
町
下
山
田
に
在
住
。

円
城
寺
　
利
之
さ
ん


